
【具体的な取組み】 【2030年へ向けた目標】

･建物解体等で発生する廃木材の肥料化 肥料化割合（回収総量に占める割合）

・食品残渣のリサイクル 現在：40%⇒目標：100%

・社内に分別委員会を設置し、ゴミの分別、リサイクルの促進 食品残渣リサイクル率

現在：5%⇒目標：70%

【具体的な取組み】 【2030年へ向けた目標】

・地域事業への積極的な参加 地域の雇用創出（従業員の増加）

・地元人材の積極的な採用 現在：33名⇒目標：60名

・会社周辺の清掃活動

地球環境の保全

地域社会への貢献

”魚沼の夢ある街づくりをめざそう！”を合言葉に、地域への貢献活動を通じて、

持続可能な地域社会を実現してまいります。

環境産業に関わる企業として廃棄物の再資源化を積極的に取組み、

社会的責任を遂行することで地球環境の保全に貢献してまいります。

株式会社小出環境株式会社小出環境株式会社小出環境株式会社小出環境サービスサービスサービスサービス SDGs宣言宣言宣言宣言

SDGsのののの達成達成達成達成にににに向向向向けたけたけたけた取取取取りりりり組組組組みみみみ

当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、

持続可能な社会の実現に向けた積極的な取り組みを行ってまいります。

・会社周辺の清掃活動

・中高生の職場体験の受入れ

【具体的な取組み】 【2030年へ向けた目標】

・「業務100回帳」の取組みによる人材育成 社内勉強会の実施

・優秀社員の表彰制度（年2回） 現在：月2回開催⇒目標：月4回開催

・公正な人事評価制度

・長時間労働の削減に向けた取組み

・高齢者の延長雇用制度

・外部コンサルタントによる勉強会の実施

【具体的な取組み】 【2030年へ向けた目標】

･事務所等の控えめな温度設定など節電にへの取組み LED照明の導入率

・LED照明の導入 現在：60%⇒目標：100%

・社有車の環境配慮型車両への順次切替え 環境配慮型車輌の導入数

現在：1台⇒目標：10台

働きがいのある職場作り

環境負荷低減

「SSSSustainable DDDDevelopment GGGGoals（持続可能な開発目標）」の略称で、2015年9

月に国連で採択された2030年までに達成すべき国際目標です。

SDGsとはSDGsとはSDGsとはSDGsとは

社員の成長を促すための取組みを通じて、多様な人材が活躍でき、

働きがいを感じられる職場づくりに努めてまいります。

事業活動において循環型社会の構築を目指した省資源・省エネルギー等の

環境負荷の低減対策を積極的に推進してまいります。

月に国連で採択された2030年までに達成すべき国際目標です。

「誰一人取り残さない」をスローガンに、貧困、気候変動、人種・性差別、働き方

などの社会が抱える様々な問題を解決し、世界全体で明るい未来を目指すた

めの17のゴールと169のターゲットで構成されています。


